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（訂正）「中期経営計画「CHANGE 2028」の策定について」の一部訂正について 

 

 

2024 年 4月 30日に開示いたしました「中期経営計画「CHANGE2028」の策定について」 

において、添付資料の記載内容に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

 

記 

 

 

【訂正前】 
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【訂正後】 

 
 

 

※訂正後の中期経営計画全文、添付資料をご参照ください。 

 

以上 

－2－



中期経営計画 FY2024-2028

CHANGE 2028



前中計の振り返り

中期経営計画 FY2024-2028 Index−

中期経営計画
１．中期ビジョン
２．中期ビジョン全体像
３．事業戦略

（１）事業のコアバリュー
（２）海外戦略
（３）定量計画
（４）事業戦略⾻⼦
（５）事業ポジショニング
（６）各事業戦略重点テーマ

４．組織戦略
（１）組織重点⾻⼦
（２）グループ経営体制
（３）⼈的資本投資

５．財務戦略
（１）経営⽬標
（２）キャッシュアロケーション

６．⾮財務戦略(ESG)
（１）⾮財務戦略
（２）⾮財務KPI

⻑期ビジョン
１．⻑期ビジョン
２．⻑期ビジョンにおける戦略⾻⼦
３．⻑期戦略ロードマップ
４．定量⽬標

１．前中計概要
２．業績推移
３．外部環境のインパクト

フジ⽇本精糖の⽬指す姿−パーパス−
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フジ⽇本精糖の⽬指す姿−パーパス−



Purpose0

⾷を科学し世界をパワフルに！

Make the world powerful with food science！

― Purpose―

持続可能な⽣物資源から
当社のフードサイエンス技術により

新たな価値を創造し、世界をパワフルにします。
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前中計の振り返り
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前中計概要1

当社グループは2019年度よりローリング・ベースでの中期経営計画（3カ年計画）を策定してお
り、成⻑を⽬指した基盤固めと新規事業の更なる育成を試みた

成⻑を⽬指した基盤固めと新規事業の更なる育成

テーマ１

テーマ２

テーマ３

テーマ４

収益⼒の向上

事業の多⾓化

海外展開への更なる挑戦

企業ガバナンスの強化と
社内体制の充実

精糖事業を中核としながら、機能性素材事業を中⼼に⾮砂糖
分野の成⻑を実現した。今後、更なる成⻑が必要。

関連会社の収益拡⼤を促進したが、新規事業の発掘は出来て
おらず、今後の課題。

タイ⼦会社を中⼼に輸出、輸⼊、三国間取引を拡⼤した。
更に海外⽐率を上げる。

企業ガバナンスは強化しつつある。⻑期ビジョンに則した
組織、制度の在り⽅を検討し実現する。

テーマ５ ⼈材の育成・確保
⼈事評価制度は⼀部⾒直したが、⻑期ビジョン実現に向けて、
⼈的資本経営を更に進めていく必要がある。

基本戦略

戦略テーマ 成果と課題
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業績推移2

直近3か年で増収増益、着実な企業成⻑を遂げた
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外部環境のインパクト3

当社を取り巻く経営環境とアップデートポイント

国内の⼈⼝減少
（⼈⼿不⾜・市場縮⼩）

新型感染症・地政学リスク
（資材価格の⾼騰・商品物流の停滞）

ＳＤＧｓ・ＥＳＧ
（環境・社会課題への貢献）

急激な為替・⾦利変動
（経済的価値創造のリスク）

アップデートポイント

海外展開・強化 バリューチェーン最適化 M&A戦略の推進

サスティナビリティ経営 ⼈的投資 新事業領域の創出
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⻑期ビジョン



⻑期ビジョン1

NEXT VISION 2040
-世界で闘う企業へ-

海外市場と新たな領域の確⽴

― ⻑期ビジョン ―

-⾃然由来の⽢味料-
フジ⽇本精糖の始まりであり、今⽇まで成⻑してきた原点です。

その⻑い歴史を⼤切にしながら、私たちは次のステップへと⾶躍します。
⽇本から、世界へ。
常識から、挑戦へ。

⾷の新たな価値を創造していきます。
⾷で世界をパワフルに。
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海外事業の推進

新規事業領域の拡⼤

持続的成⻑を実現する
積極投資

組織改⾰と⼈的資本経営

企業価値向上に向けた
資本政策

１

２

３

４

５

海外市場への本格シフトにより、
グローバル企業としての地位を確⽴する

「⾷」を通じ、新たな顧客とマーケットを
開拓する

M&Aや設備投資、研究開発により
更なる利益の創出を⽬指す

経営環境に対応する柔軟な組織運営と
次世代⼈材を育成する

株主還元施策と最適資本構成の構築により
持続的な企業価値向上を図る

Visionアップデートにおける5つのポイント

2040
Vision

経営
戦略

事業
戦略

×

持続的な企業価値向上（PBR1.0倍超の維持）の実現

⻑期ビジョンにおける戦略⾻⼦2
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-世界で闘う企業へ-
海外市場と新たな領域の確⽴

2034年4⽉〜2039年3⽉第 3 次
（5ヶ年）

2029年4⽉〜2034年3⽉第 2 次
（5ヶ年）

2024年4⽉〜2029年3⽉第 1 次
（5ヶ年）

事業戦略基調

経営戦略基調

中期経営計画

⻑期ビジョン

NEXT VISION2040

2029年 2034年 2040年

機動的な組織確⽴による
経営の効率化

海外基盤強化を⽬的とした
組織再構築戦略的⼈材の育成と組織強化

グローバル市場での
企業ブランド確⽴供給体制の構築と事業収益化新たな事業創出とR&Dの加速

- 多⾓化と成⻑ - - 世界市場への浸透-- 攻めへの転換 -

2024年
第1次中計
スタート
第1次中計
スタート

パーパス ⾷を科学し世界をパワフルに！
⻑期経営⽬標

連結経常利益

100億円
海外⽐率

ROE

12％以上
DOE

4.0％

⻑期ビジョンにおける戦略⾻⼦と⻑期経営⽬標

40％以上

⻑期戦略ロードマップ3



NEXT VISION 2040第3次第2次

定量⽬標4
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＊＊%
＊＊%

＊＊%

2023年3⽉期 2024-2029年
第⼀次中計

2040年
⻑期ビジョン

KGI・KPI

36億円連結経常利益

9.0%以上ROE

3.5%DOE

KGI・KPI
21億円連結経常利益

8.0%ROE

2.2%DOE

KGI・KPI
100億円連結経常利益

12.0%以上ROE

4.0%DOE

0.7倍以下D/Eレシオ

第1次中期経営計画To The Next Stage！

事業環境の変化に柔軟に対応し、
独⾃の成⻑を持続できる会社を
⽬指す

攻めへの転換 海外市場と新たな領域の確⽴

定量⽬標

企業価値向上に向けた⻑期グランドデザイン

多⾓化と
成⻑

世界市場
への浸透

バックキャスト

9% 〜20% 〜30% 〜40% 40%以上
海外⽐率

（経常利益）



中期経営計画
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中期ビジョン1

スローガン

CHANGE
-新たな領域への扉を開けて アジア、そして世界へ-

中期ビジョン

重点テーマ

１．東南アジアでの事業拡⼤
２．フードサイエンス領域の事業創出
３．M&Aを軸とした成⻑投資
４．ビジョン実現に向けた強い組織づくり
５．IRの強化と株主還元

定量⽬標 経常利益:36億円以上、ROE:9.0％以上

攻めへの転換
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中期ビジョン全体像2

連結経常利益：36億円 ROE： 9.0％以上

⽬指す姿

精糖 キープフラワーフードサイエンス
基礎原料のサプライチェーンの
⼀翼を担い、安定供給に貢献す
る

⻑年培った独⾃のノウハウで、
⾷品加⼯の新たなる⼀歩をお⼿
伝いする

消費者に寄り添った商品づくり
で、花と⼈とが⻑く過ごせる時
間を提供する

イヌリン
さとうきび由来の⾷物繊維と独⾃の
ソリューションで、お客様のアイデ
ア実現のお⼿伝いをする

４つのコアバリュー

5つの重点テーマ

経営戦略

投資戦略 ⾮財務戦略

１．東南アジアでの事業拡⼤
２．フードサイエンス領域の事業創出
３．M&Aを軸とした成⻑投資

４．ビジョン実現に向けた強い組織づくり
５．IRの強化と株主還元

事業⾻⼦ 経営⾻⼦

投融資：180億円 DOE： 3.5％以上
E：予測される気候変動のリスクを緩和し事業機会を獲得する
S：⼈間尊重を基本とした企業⽂化の形成
G：実効性のある⾼いレベルのコーポレートガバナンス

DX推進⼈的資本経営組織改⾰ グループ経営推進

会社の発展と共に社員が成⻑する企業⽂化の形成



中期経営計画

事業戦略
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事業のコアバリュー1

４つの領域におけるコアバリューを発揮し、「豊かな暮らし」をサポートする

精糖

キープ
フラワー

フード
サイエンス

イヌリン基礎原料のサプライチェーンの⼀翼を担い、
安定供給に貢献する

⻑年培った独⾃のノウハウで、⾷品加⼯の
新たなる⼀歩をお⼿伝いする

消費者に寄り添った商品づくりで、花と⼈と
が⻑く過ごせる時間を提供する

独⾃の技術⼒
・糖による保護効果を利⽤した粉末安定化
・油性成分の乳液化・粉末化、各種素材のエキス抽出加⼯
・⾷添GMPに基づく品質管理

⾼い対応⼒
・⼩ロットから対応可能
・特殊素材の加⼯
・歴史に裏打ちされた

技術の積み上げと信頼

歴史から醸成される信頼
・糖を起点とし、糖分を栄養補給し易い形に

した切花栄養剤
・消費者認知度No.1のトップブランド
・50年以上の歴史からなる品質と信頼
・完全⾃社国内製造
Customer Principle
・「花とともに⽣きる」時間の提供
・ユーザーごとの製品ラインナップ
・細やかなニーズへの対応

⾷を通じ
新たな価値を⽣み出す

フードサイエンス
カンパニー

イヌリンさとうきび由来の⾷物繊維と独⾃のソリューションで、
お客様のアイデア実現のお⼿伝いをする

ラインナップと品質
・業務⽤・家庭⽤・液糖製品のアイテム数
・添加物不使⽤の三温糖
バリューチェーン
・安定的な原料糖の調達
・地域特約店との根強い顧客関係
・共同⽣産⼯場による安定品質と安定供給
・共同配送によるCO2、コスト削減
・複数拠点におけるストックポイント

オンリーワンの製品
・唯⼀のさとうきび由来のイヌリン
・砂糖製造技術で培った独⾃の製法
・酵素技術による⾼純度の製品

ワンストップサービス
・⾃社タイ⼯場による製造・品質管理
・グローバルマーケットへの販売体制
・研究開発部⾨による機能・技術開発



精糖
 投資先企業のあるフィリピンでの事業創造
 台湾/⾹港他、砂糖及び菓⼦類の輸出検討
 タイ/豪州製糖会社との連携強化

精糖精糖

 東南アジアでのM&A戦略
 タイ国で新規素材の開拓・

開発
 EC販売の海外展開

 既存ASEANの販売⼒強化
 タイの製造拠点の強化
 最⼤消費国である

北⽶への挑戦
イヌリンイヌリン

海外戦略2

海外市場への本格シフト、⽇・タイの製造拠点から世界へ

新規事業新規事業
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定量計画3

経常利益

2023年度
実績

2026年度
中計3年⽬

2028年度
中計最終年度

24億円
30億円

36億円
以上

80%

20%

国内 海外

85%

15%

国内 海外

91%

9%

国内 海外

海外⽐率

海外戦略、事業創出、M&Aにより中期的な利益成⻑を⽬指す

３つの“ I ”による”CHANGE”事業戦略
⾻⼦

※⼀過性の配当⾦を除く

International

InnovationInvestment

東南アジアでの事業拡⼤

フードサイエンス領域の
事業創出

M&Aを軸とした成⻑投資



各セグメントにおける事業⾻⼦

精糖事業 機能性
素材事業 新規事業

１．精糖事業のさらなる基盤強化
２．海外事業の推進・新規事業領域の

拡⼤への積極投資
３．サステナビリティの推進

新たな領域への扉を開けて
アジア、そして世界へ

20

事業戦略⾻⼦4

１．イヌリン事業の更なる発展に向けた
製造拠点の強化と市場拡販戦略実⾏

２．事業拡⼤に向けたブランド⼒強化と
リソースを活⽤した拡販・多⾓化

３．OEM事業の維持・拡⼤と新規事業
の⽣産体制の確⽴

１．B to C事業の多⾓化
２．既存事業との相補効果の⾼い

領域への挑戦
３．サステナブルな事業領域への

挑戦
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マ
｜
ケ
ッ
ト
の
魅
⼒
度

⾃社の競争⼒（収益⼒）

基盤事業再成⻑事業

成⻑牽引事業次世代事業

事業の⾒直し

CFアロケーション

インキュベート・スケーリング

事業ポジショニング5

中期ビジョンにおける各事業のポジショニング

フードサイエンス

キープフラワー

不動産

精糖
（国内）

新規事業

精糖
（海外）

イヌリン
（海外）

イヌリン
（国内）



事業戦略テーマ

精糖事業のさらなる基盤強化

海外事業の推進・新規事業領域の拡⼤への積極投資

サステナビリティの推進

１

3

2

 堅実な原料糖の調達による製品の安定供給、及び顧客第⼀主義の販売強化を推進
 共同配送を含めた最適な物流体制の構築

 国内及び東南アジアの⾷品企業等との業務提携またはM＆Aを含む出資を推進
 海外事業の推進に伴う⼈材育成

 サステナビリティ認証の原料及び資材の調達による、持続可能な製品供給を推進
 適正在庫管理の強化による過剰⽣産の防⽌

精糖事業
重点テーマ

重点テーマイメージ 成⻑戦略投資

22

6 精糖事業

国内精糖 国内基盤強化と
新たな取組で強靭化

サステナビリティ

海外・新規

国内精糖
１．海外展開に向けたM&A投資

２．DX投資

３．サステナビリティ商品の開発



事業戦略テーマ イヌリン事業

「Fuji FF」の市場開拓に向けた営業⼒の強化

事業拡⼤に対応する製造拠点・体制の確⽴

「腸の健康」を重視した新たな健康素材の開発および販売の多⾓化

１

3

2
 国内市場の深耕とタイを営業拠点とし、アジアから世界へ販売エリアの拡⼤を推進
 市場とコストを意識した価格戦略による収益確保で事業基盤を強化

 拡販に向けた増産体制の確⽴とコストを意識した適正な操業
 R＆D部⾨の強化による付加価値製品開発、新素材開発および新技術の創出

 「腸の健康」を訴求するイヌリンと親和性の⾼い機能性素材の発掘による事業展開
 B to C事業への展開による多⾓化と「腸の健康」の情報発信による市場拡⼤

イヌリン事業
重点テーマ

重点テーマイメージ

１．増産に向けた設備投資

２．事業拡⼤に向けた⼈材投資

３．積極的なR&D

成⻑戦略投資
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6

イヌリンの更なる発展に向けた製造強化と市場拡販戦略の実⾏

供給体制の確⽴ 事業の多⾓化世界市場の挑戦



事業戦略テーマ ﾌｰﾄﾞｻｲｴﾝｽ事業

既存受託加⼯事業の維持・拡⼤

新規事業(B toＣ商品製造)に向けた準備と⽣産体制確⽴

新規事業のための⼈材確保・育成と組織作り

１

3

2
既存⽣産設備の徹底した省⼒化と⽣産効率向上による競争⼒強化
当社グループ企業も含めた最適な⽣産体制構築

 B to C事業の販売拡⼤と並⾏して新⼯場の検討
新規事業に対応する⽣産体制確⽴

次世代のフードサイエンス事業を担う⼈材の確保と育成
⾷品メーカーとして更なる成⻑のための組織づくり

ﾌｰﾄﾞｻｲｴﾝｽ事業
重点テーマ

重点テーマイメージ

１．既存⽣産⼯程の⾃動化・省⼒化

２．新規事業の⽣産体制確⽴

３．⼈材の確保・育成

成⻑戦略投資
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6

横軸：受託事業の維持拡⼤による⽔平展開

縦軸：新規事業/内製化による垂直展開

斜軸：ハード⾯の強化によるレベルUP

⇒フードサイエンス事業の拡⼤

事業拡⼤



重点テーマイメージ

１．事業拡⼤に向けたM&A実施

２．事業の持続確保の為の設備更新

成⻑戦略投資
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事業戦略テーマ キープ事業

既存事業の拡⼤

新アイテム・新販売チャネル

業務提携・海外への挑戦

１

3

2

 既存リソースを最⼤限活かした営業で「顧客」が選ぶ仕組み作り
 店頭での訴求を強化、顧客からクオリティで選ばれるブランド作り

 周辺アイテムの拡充
 通信販売・花とキープのネット通販等

 シナジー効果をもたらす先との連携・M&A
 ⽣花事業者とのコネクション作り

キープ事業
重点テーマ

6

既存事業の拡⼤（⼩売要・業務⽤）

フェーズⅡフェーズⅡ
クオリティで選ばれるブランドに！

フェーズⅠ
コストリーダーシップによるシェアアップ！

新アイテム・新販売チャネル

M&A・業務提携・海外への挑戦



重点テーマイメージ

１．B to C事業への積極的広告宣伝投資

２．機動的なM&A投資

３．新規事業推進の⼈的投資

成⻑戦略投資
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事業戦略テーマ 新規事業

B to C事業の本格化

既存事業との相補効果の⾼い領域への挑戦

サステナブルな事業領域への挑戦

１

3

2

 積極的な広告宣伝費の投⼊による新規顧客の獲得
 イヌリンを基軸とした商品開発と継続した新商品上市による早期⿊字化
 ⼈材の育成とノウハウの蓄積を⾏い、独⽴採算組織への成⻑

 既存事業と相互補完する領域への事業連携・M&A投資
 それにより複合的に新たな付加価値を創造及び全体事業の幅出しの実現
 経営⼈材の集中育成

 2040年に向けて、サステナブルで未来志向な新規素材の開発、及び新たなサービスを模索
 ⾃社事業及び拠点で発⽣するロス素材のアップサイクルによる収益⼒向上及び付加価値の創造

新規事業
重点テーマ

6

付加価値の増⼤
既存事業

サービス

開発素材

イヌリン・キープと
相補効果のある素材メーカー

企画開発、販売形態、
物流、海外販路

新規素材
酵素開発

既存事業との相補効果の⾼い

領域への挑戦



中期経営計画

組織経営戦略
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組織経営戦略⾻⼦1

DX推進

・⼥性管理職⽐率の向上
…働き⽅の⾒直しとロールモデル⼥性社員の登⽤

・従業員エンゲージメントの向上
…従業員エンゲージメントのチェック

インセンティブとしての社員持株付与制度導⼊

・積極的な⼈材育成
…研修制度の充実

経営⼈材の育成

⼈的資本経営組織改⾰

グループ経営推進
・経営プラットフォームの確⽴による経営合理化

…シェアードサービス等の検討

・グループ経営⼈材の育成
…サクセッションプランの策定

・グループ会社の最適資本政策
…成⻑分野への積極投資

⼦会社のIPO含めた資本政策

・経営戦略に沿った組織構築
…研究開発、事業推進、海外事業部、リテール事業部 etc.

・バランスの取れた⼈員構成の実現
…定期的な新卒採⽤と即戦⼒キャリア社員の採⽤

・適材適所の⼈員配置
…⼈事評価制度の充実、

部署の業務課題の洗い出し
会社の発展と共に
社員が成⻑する
企業⽂化の形成

・ITシステムの再構築
…基幹システムリプレイスによる業務効率化

ITツールの整備

・デジタル⼈材の育成
…専⾨職としてデジタル⼈材の登⽤

社員のDXリテラシー向上

・業務環境のオンライン化
…リモート体制の確⽴による⼀部在宅勤務可



フジ⽇本精糖グループ
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グループ経営体制2

Fuji Nihon 
(Thailand) 協⽴⾷品

ユニテック
フーズ

Fuji Nihon 
Thai Inulin

フジ⽇本精糖
太平洋製糖

南栄糖業

DAY PLUS 
(Thailand)

経営プラットフォームの確⽴による経営合理化

⼈材交流・育成

経営
プラットフォーム

バリューチェーンを強化

グループ横断的な⼈材の異動と
経営者⼈材の育成

設備やインフラの
相互共有

IPO

M＆A

積極的なM&Aによる
グループイン
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⼈的資本投資3

積極的な⼈的投資を⾏い、企業価値向上を⽬指す

⼈的資本KPI設定による
定量的マネジメント

エンゲージメントサーベイ
実施による投資効果観測

グローバル⼈材育成

海外戦略を強⼒に推進すべく、グローバ
ル化する市場に対応できる⼈材を育成

経営⼈材育成
早期から経営的視座を⾝に付け、グルー
プ横断的なマネジメントができる⼈材を
育成

働き⽅改⾰

多様な⼈材が意欲をもって活躍する活⼒
のある組織を構築

⼈的投資 組織再編 ⼈事制度改定

持続的成⻑に不可⽋な次世代⼈材の輩出

トリガー

施策

仕組み
⼈的投資
サイクル



中期経営計画

財務戦略



2040年
⻑期ビジョン

2029年3⽉期
中期経営計画

2024年3⽉期
（実績）

2023年3⽉期
（実績）指標項⽬

ー360 億円258 億円227 億円売上⾼
業績

100 億円36 億円24 億円21 億円
（調整後）
経常利益

12 .0 %以上9.0 %以上9.5 %7.8 %ROE
資本収益性
資本構成

0.7 倍以下0.7 倍以下0.1 倍0.1 倍DEレシオ

4.0 %以上3.5 %以上3.8 %2.3 %DOE株主還元

ー次期中計期間（5年間）
合計 180 億円4.9 億円1.7 億円投融資投資

※

※⼀過性の配当⾦を除く

経営⽬標

経営⽬標1

持続的な企業成⻑とそれを⽀える投資戦略、および株主還元の実施
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 財務健全性を勘案しながら
⼤型の投融資等は負債活⽤を検討

 営業CFを投融資や株主還元に割り当
てる

 ⽉商 2.0 ヶ⽉分を⽬途として⼿元
流動性を確保

 保有資産の売却を検討
 ⼦会社のIPOによる資⾦確保
 資本効率向上にもつなげる

 積極的な投融資により
成⻑領域の収益拡⼤、
既存事業の⽣産性向上並びに
⽣産キャパシティ増強等を推進

 配当
– ＤＯＥ3.5 %以上
 ⾃⼰株式取得等

原資 配分

営業CF

100 億円

投融資

180
億円

有利⼦負債
80 億円

配当
50 億円

M&A・新規事業

既存事業・基盤強化

有利⼦負債

資産売却

営業CF

株主還元

投融資

キャッシュアロケーション

資産売却
50 億円
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キャッシュアロケーション2

成⻑に向けた投融資180億円、DOE3.5％以上



中期経営計画

⾮財務戦略



ESG 環境
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事業リスクの軽減と持続可能な経営を⽬指す

⾮財務戦略1

ESG
社会

ESG
統制

社会

適切な情報開⽰
リスクマネジメントの強化
コンプライアンス遵守

ESG 社会

ESG 統治

マテリアリティ（重要課題) ESGへの取組

・温室効果ガスの排出量削（SCOPE1+2）
・循環型社会実現への貢献
・サスティナビリティ関連事業投資

・コンプライアンスの徹底
・透明性の⾼い企業統治

・ダイバーシティ＆インクルージョン
・健康経営
・⼈的資本投資

予測される気候変動のリスクを緩和し
事業機会を獲得する

⼈間尊重を基本とした企業⽂化の形成

実効性のある⾼いレベルの
コーポレートガバナンス
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定量的にESGをマネジメントしていく

⾮財務KPI2

ESG
社会

ESG
統制

ESG
環境

KPI主な取り組みテーマ項⽬
増産を考慮した⽬標設定を第1次中計
の中で⾏う

グリーン電⼒の導⼊活⽤
太陽光発電の検討

温室効果ガスの排出量削減
（SCOPE1+2）E

環境 事業投資1件アップサイクル事業への投資サスティナビリティ関連事業投資

2028年に⼥性管理職⽐率20％(連結)多様な社員と働き⽅ダイバーシティ＆インクルージョン

S
社会

有給休暇取得率70％
（取得⽇数÷⽀給⽇数）有給休暇の取得推進健康経営

給与総額の4％
（福利厚⽣費＋研修費）福利厚⽣費・研修費などの⼈的投資増加

⼈的資本投資
従業員エンゲージメント調査の実施
と活⽤働き⽅改⾰による従業員満⾜度向上

受講率100％維持コンプライアンス研修の実施と参加コンプライアンスの徹底

G
統制 社外取締役⽐率50％社外取締役の役割強化

透明性の⾼い企業統治
取締役会の実効性評価
年1回以上取締役会の機能強化




